
JP 2016-186109 A5 2016.12.22

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成28年12月22日(2016.12.22)

【公開番号】特開2016-186109(P2016-186109A)
【公開日】平成28年10月27日(2016.10.27)
【年通号数】公開・登録公報2016-061
【出願番号】特願2015-66748(P2015-66748)
【国際特許分類】
   Ｃ２２Ｃ  38/00     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  30/00     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  33/02     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２２Ｃ   38/00     ３０４　
   Ｃ２２Ｃ   30/00     　　　　
   Ｃ２２Ｃ   33/02     　　　Ｂ
   Ｂ２２Ｆ    1/00     　　　Ｔ
   Ｂ２２Ｆ    1/00     　　　Ｒ
   Ｂ２２Ｆ    1/00     　　　Ｍ

【手続補正書】
【提出日】平成28年11月8日(2016.11.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　以下、実施例を示して本発明を更に詳細に説明するが、本発明はこれらの実施例に限定
されるものではない。
　「実施例１」
　原料粉末として、Ｆｅ-２５Ｃｒ-２０Ｎｉ合金粉末と、Ｃｒ-４０Ｆｅ合金粉末と、Ｎ
ｉ－Ｐ合金粉末を用意し、これらの原料合金粉末を以下の表に示す最終成分組成となるよ
うに配合し、Ｖ型混合機で３０分間混合した後、成形圧力５８８ＭＰａにてプレス成形し
て筒状の圧粉体を作製した。
　次に、この圧粉体を真空雰囲気中において、１２５０～１２８０℃の温度で１．５時間
焼結し、耐熱摺動材を得た。
　いずれの焼結摺動材も以下の各試験毎に好適な形状に成形し各試験に供した。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
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【表２】

【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００３１】
【表３】
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